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Ⅱ 高知県沿岸域の海況 

 

 高知県沿岸に広がる土佐湾は、開放性の高い湾で、沖合を流れる黒潮の影響を大き

く受けています。水産試験場では、昭和38年に大きな漁業被害をもたらした異常冷水

現象を契機として、各都道府県が昭和39年から統一手法で継続してきた海洋観測調査

のほか、沖合に設置された土佐黒潮牧場ブイによる観測をおこなっています。各観測

調査定線及びブイの位置を図1に示しました。 

 ここでは、観測されたデータをもとに、土佐湾沿岸域の水温や塩分などが、どのよ

うに変化しているかを示します。 
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図1 沿岸・沖合観測点及び土佐黒潮牧場ブイ設置位置． 
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１．水温 

  図2に土佐湾の0ｍ、50ｍ、100ｍ、200ｍ各層の月別平均水温とその標準偏差を示

しました。0ｍ層は3月に16℃台を示し、年間の最低となり、8～9月に最高の27℃台

となります。50ｍ、100ｍ層は0ｍ層と同様、3月に最低を示しますが、最高水温の出

現月は50、100ｍ層ともに10月で0ｍ層より遅くなります。また、200ｍ層は年間を通

じ、ほとんど変化がみられず、ほぼ12～13℃台です。 

各層の年変動は0ｍ層約11℃、50ｍ層約8℃、100ｍ層約4℃と深くなるにつれて小

さくなり、200ｍ層ではわずか1.2℃で年間を通じてほとんど変化しません。 

標準偏差は、50ｍ、100ｍ、200ｍ層では8～10月に大きくなりますが、表層ではそ

れが顕著にあらわれません。 
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図2 土佐湾における水温の変動(昭和56年～平成22年平均)． 
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図3 土佐湾の水温等値線図(℃；昭和56年～平成22年平均)． 

 

 図3は土佐湾の水温等値線図です。2月および3月は鉛直混合が活発で、表面から75

ｍ深まで16℃台を示しますが、その後成層化が進み、8月には0ｍと200ｍの水温差は

約16℃になります。9月以降は海面冷却による混合がはじまり、水温躍層は徐々に深

くなります。 

 高知県では自動海況観測機器を取り付けた「黒潮牧場ブイ」を室戸岬沖、土佐湾中

央部、足摺岬沖に設置し、昭和63年3月以降、土佐湾の海況等（水温、流向・流速、

風向・風速）の観測を実施しています。 

 各ブイの平均水温の推移を図4に示しました。年間を通じ足摺岬沖のブイがもっと

も水温が高く、次に室戸岬沖、もっとも低いのが土佐湾中央部の高知沖のブイです。 

 いずれのブイも8月下旬に年間最高水温となる28℃台まで上昇し、2月下旬から3月

上旬に足摺岬沖で19℃台、室戸岬沖、土佐湾中央部で18℃台の最低水温を示します。 
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図4 黒潮牧場ブイの年間平均水温の推移(平成4年～平成22年)． 
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２．土佐湾表面水温の長期変動 

次に、土佐湾表面水温の長期変動を見るため、昭和51年から平成22年までの月別の

表面平均水温を図5に示しました。また、その変動傾向をみるために直線近似により

その傾向を示しました。これをみると、近年、表面水温が上昇傾向にあることがわか

ります。しかし、すべての月で上昇しているのではありません。6～8月は上昇傾向は

見られませんが、9月から3月までの月では2℃程度上昇しています。 
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図5 土佐湾における月別表面水温の長期傾向(昭和50年～平成22年)． 
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３．塩分 

  図6に土佐湾における0ｍ、50ｍ、100ｍ、200ｍ各層の塩分濃度の季節変動を示し

ました。0ｍ層は冬季に高く、梅雨以後の7～9月に低くなる季節変動が顕著です。50

ｍ層も冬季に高く、夏～秋季に低くなりますが、その変動は0ｍ層に比べて小さくな

っています。100ｍ、200ｍ各層は変化の幅が小さく安定しています。 
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図6 土佐湾における塩分濃度の変動（昭和56年～平成22年平均）． 
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４．透明度 

  図7は土佐湾における透明度の季節変動です。土佐湾では、秋(10月)に22ｍ台、冬

季(1月)に21ｍ台と高い値を示し、春季(4月)には14ｍ台と低くなっています。春季に

低くなるのは、水温の上昇に伴い、植物プランクトンの発生により、透明度が低くな

ったと考えられます。 
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図7 土佐湾における透明度の変動（昭和56年～平成22年平均）． 

 

５．流れ 

  土佐湾における流向別出現頻度分布を表1、図8に示しました。 

  土佐湾中西部の定点は南東～南西方向への流れが多く、特に南向きの流れが卓越し

全体の20～31％を占めます。黒潮本流の影響が強いSt.5、St.49では東流が優勢で、

St.5では41％を占めています。St.49は東から西への流れが15％の頻度で出現し、一

方的な卓越流向は少なくかなり複雑な流動の様相がうかがわれます。 
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図8 土佐湾の流向分布（昭和56年～平成22年）． 
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表１  流向別流速の最大値、平均値、標準偏差． 
単位：ノット

流 向

St. 項目 Ｎ ＮＥ Ｅ ＳＥ Ｓ ＳＷ Ｗ ＮＷ

337.6～22.5゜ 22.6～67.5゜ 67.6～112.5゜ 112.6～157.5゜ 157.6～202.5゜ 202.6～247.5゜ 247.6～292.5゜ 292.6～337.5゜

N 22 83 125 33 26 7 3 4

5 MAX 3.6 4.3 4.8 3.2 1.8 1.3 0.6 1.9

AVG 1.1 1.8 1.9 1.2 0.7 0.7 0.4 1.3

STD 0.63 0.85 0.93 0.77 0.34 0.28 0.17 0.62

N 25 9 23 68 100 61 14 12

10 MAX 2.2 0.5 0.9 2.4 1.5 2.0 0.5 1.3

AVG 0.5 0.3 0.4 0.5 0.5 0.5 0.3 0.5

STD 0.35 0.16 0.18 0.38 0.32 0.36 0.12 0.33

N 48 46 31 47 55 37 24 28

14 MAX 4.7 2.9 3.5 2.0 1.7 1.5 1.5 1.8

AVG 0.9 1.1 1.1 0.6 0.6 0.6 0.6 0.8

STD 0.61 0.75 0.68 0.33 0.30 0.33 0.33 0.52

N 30 36 19 51 84 60 20 19

20 MAX 1.9 1.6 1.1 1.3 2.5 1.5 0.9 1.3

AVG 0.6 0.5 0.5 0.5 0.7 0.6 0.4 0.4

STD 0.33 0.33 0.26 0.24 0.43 0.31 0.22 0.30

N 40 32 32 34 66 57 29 28

24 MAX 5.4 2.1 2.6 2.0 2.3 2.4 1.8 2.1

AVG 1.3 0.9 0.9 0.8 0.8 0.9 0.7 1.2

STD 0.78 0.49 0.59 0.47 0.50 0.57 0.41 0.56

N 12 18 33 70 64 77 25 10

31 MAX 1.1 0.9 0.9 2.3 2.0 1.9 1.8 0.7

AVG 0.4 0.5 0.4 0.6 0.6 0.7 0.6 0.4

STD 0.14 0.20 0.25 0.39 0.39 0.40 0.37 0.20

N 44 23 24 33 38 41 55 64

35 MAX 3.7 1.8 2.7 1.7 1.2 1.7 3.2 2.5

AVG 1.1 0.9 1.0 0.7 0.6 0.8 1.2 1.3

STD 0.49 0.44 0.65 0.36 0.27 0.37 0.77 0.55

N 21 15 28 38 50 47 76 42

43 MAX 2.0 1.2 1.0 1.2 1.6 1.4 2.2 1.9

AVG 0.5 0.3 0.5 0.5 0.5 0.5 0.9 0.8

STD 0.27 0.26 0.20 0.28 0.30 0.32 0.44 0.39

N 36 16 24 55 43 26 27 89

47 MAX 2.2 0.9 1.1 1.6 1.7 1.9 1.7 2.6

AVG 0.4 0.3 0.6 0.5 0.6 0.6 0.8 1.0

STD 0.25 0.24 0.27 0.28 0.35 0.34 0.47 0.52

N 41 42 64 37 35 32 48 17

49 MAX 4.8 3.4 4.4 2.7 2.4 2.1 2.7 2.6

AVG 1.3 1.3 1.5 1.0 0.9 0.8 1.2 1.2

STD 0.49 0.68 0.96 0.66 0.49 0.51 0.63 0.66

N　データ数 MAX　最大値 AVG　平均値 STD　標準偏差

昭和56年～平成22年
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図9 黒潮牧場ブイの流向・流速の頻度分布(平成4年～22年)． 

 

  図9に黒潮牧場10号（室戸岬沖）、12号（土佐湾中央部）、13号（足摺岬沖）によっ

て観測された流速と流向の頻度分布を示しました。 

 黒潮の影響を強く受ける足摺岬沖や室戸岬沖のブイでは、流向では東～北東方向へ

の流れが卓越し、この範囲で足摺岬沖のブイで50％、室戸岬沖では60％が出現してい

ます。土佐湾中央部のブイでは、卓越した方向はありませんが、南あるいは西方向へ

の頻度が多いようです。流速では、黒潮の影響を受ける足摺岬沖・室戸岬沖のブイで

は4ノット以上の非常に強い流れを記録し、2ノット以上の流速でみると足摺岬沖のブ

イで59％、室戸岬沖で48％の出現頻度となっています。 

 しかし、土佐湾中央部のブイではもっと

も速い流れが2.5ノットで、1ノット以下の

出現頻度が89％と両岬沖のブイに比べ弱い

流れとなっています。 

 このように足摺岬沖、室戸岬沖のブイで

は黒潮の影響を強く受けることから、岡村

（2002）はブイの流速と黒潮の離岸距離と

の関係の解析をおこないました。 

 室戸沖ブイの流速の東西成分と黒潮流軸

距離に図10に見られるような相関が見られ、

ブイの流速を知ることで黒潮の離岸距離を

ある程度推定することが可能となっていま

す。 

図10 室戸岬沖ブイの流速東西成分と黒潮流

軸位置との関係(岡村、2002)． 

Y=32.855e
-0.0032X

r
2
= 0.7789

P<0.01
40

10

20

30

50

-100 -50 0 50 100 150 200
東西成分流速 (cm/sec)

室
戸
岬
沖
推
定
流
軸
位
置
（
マ
イ
ル
）



15 

６．黒潮分枝流の豊後水道への流入様式 

  能津（1965）は、季節別の標準的な流れを図11のようにあらわしています。 

イ 春季……黒潮分枝流は、水道の西方から潜流となって流入し、内海系水は大分側

北部から愛媛側南部へ南下します。 

ロ  夏季……水道の東方から流入し、この型がこの海域でもっとも安定した標準型で

す。 

ハ  秋季……夏季と同様水道の東方から流入します。このころから大分側を南下する

流れがみられます。 

ニ 冬季……黒潮分枝流の流入勢力が弱く、大分側北部から愛媛側南部への南下流が

卓越します。 

 

図11 豊後水道における季節別表面流(能津、1965)． 


